
テキストの配布について
講演1:招待メールにＵＲＬを添付 講演2・講演3:セミナー終了後アンケートにて要申込

13:30～15：45

2026

受講料

無料

企 業 連 携 講 座

参加お申し込みはこちらのフォームをご利用ください

木

3

12
具体化する

省エネ・脱炭素技術

※本セミナーを受講するには、パソコン等をインターネットに接続できる環境が必要です
ご視聴環境については、受講者様ご自身で「予め」ご確認くださいますよう、お願い申し上げます
貴社のセキュリティの関係で申し込みフォームがご利用いただけない場合は当方では対応できかね
ますのでご了承下さい

カ リ キ ュ ラ ム

主催：一般財団法人省エネルギーセンター    協賛：東邦ガス株式会社

ＷＥＢセミナー 配信ＬＩＶＥ

お申込み確認後、事務局より Zoom の 招待メール を送信(3/10）いたします

おり山田 雄一 氏

「都市ガス事業者のカーボンニュートラル
に向けた取り組み」

エネルギーを巡る動きをみると、不安定かつ不確実な世界情勢への加速とともに、気候変動問題への懸念から「エ
ネルギーの安全保障」と「カーボンニュートラル（CN）の実現」が引き続き重要課題となっております。特にCN
の実現については風力発電プロジェクトの難航やデータセンターの世界的増加に伴い予想される電力需要の大幅拡
大などにより、この課題への対応の難易度が高まっています。こうした中我が国では2026年度からCO2の排出権取
引が本格稼働しますが、このような制度を活かしながら、第7次エネルギー基本計画等で示された方針のもとグリー
ントランスフォーメーション（GX）の実現に向け、実効性のある対策を大胆に講じていくことが一層重要となって
います。すなわちエネルギーの供給サイドにおいて再エネや原子力の最大限確保等を図る中で、需要サイドにおい
ては省エネを「第一の燃料」と捉え、「再エネの活用」や「再エネの導入拡大」と併せ、強力かつ着実に推進して
いくことが求められます。この度中部・愛知の産業・商業分野での取組事例をご紹介いたします。

※本セミナーは、Web会議・セミナーツール Zoom」によるＬｉｖｅ配信のセミナーです
 内容やタイトルが変更になる場合があります

東海支部

14：20～15：00

15：05～15：45
講師：東邦ガスエナジーエンジニアリング株式会社

        ビジネス開発部 部長

「東邦ガスグループのCNコンサルティング」

休憩
(5分)

13：35～14：15

「カーボンニュートラル・GXの最新動向
及び支援策のご紹介」

講演３

講演２

講演１

講師：中部経済産業局

40分

資源エネルギー環境部カーボンニュートラル推進室

岩田 久司 氏

講師：日本ガス協会 普及部

休憩
(5分)

普及推進グループ 担当部長

室長補佐

山下 弘樹 氏40分

40分

一般財団法人省エネルギーセンター 東海支部 (相模・髙井)

TEL: 052-232-2216  E-mail：tsym@eccj.or.jp

〒460-0002
名古屋市中区丸の内
3-23-28 イトービル

問い合わせ先

申し込み
しめきり日
3/9(月)

比嘉 盛嗣 氏

カーボンニュートラル・GXにおける最新動

向について、国・中部圏での取組状況、支援

策等をご説明します

ご挨拶 13：30

定員
１５０名
（先着順）

開講挨拶・事務連絡 （注意事項説明など）

カーボンニュートラル(CN)に向けた動向や、

東邦ガスグループのCNコンサルティングと

してのCNロードマップ策定支援(CNカーブ

作成サービス)などの具体的なソリューショ

ン事例について解説します

都市ガス業界の2050年に向けたビジョンと

2030年に向けたアクションプランをご紹介

すると共に、足元からCO２排出量削減に貢

献する天然ガスへの燃料転換の取り組みなど

をご紹介します

QRコードAI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

https://forms.gle/vNFyQ1Nr4b5dHnBn8
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